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「女性活躍加速のための重点方針 2018」 

 

Ⅲ 女性活躍のための基盤整備  

２．性別にとらわれず多様な選択を可能とするための教育・

学習の充実 

 

a) 学校教育段階からのキャリア形成に係る学 

びの充実 

b）学校現場等におけるいわゆる「無意識の偏見

（アンコンシャス・バイアス）」への対応 

 

(文部科学省説明資料) 
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男女共同参画会議
第17回重点方針専門調査会





次
世
代
の
ラ
イ
フプ
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
育
推
進
事
業

出
典
：
世
界
経
済
フォ
ー
ラム
（

W
EF
）

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指
数

(2
01

7）
経
済
、教

育
、保

健
、政

治
の
各
分
野
に
つ
い
て

各
国
の
社
会
進
出
に
お
け
る
男
女
格
差
を
示
す
指
標

日
本
：

11
4位

（
過
去
最
低
）
／

14
4か
国

性
別
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
一
人
一
人
が
自
ら
の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
フ
ェ
ア
ネ
ス
の
高
い
社
会
を
構
築

●
諸
外
国
と比

べ
て
政
治
参
画
や
経
済
参
画
全
般
、教

育
分
野
で
も
男
女
間
格
差
が
大
き
く、
ジ
ェン
ダー
ギ
ャッ
プ
指
数
は
過
去
最
低
を
更
新

●
就
労
の
場
等
の
み
な
らず
、学

校
現
場
に
お
い
て
も
、無

意
識
に
男
女
の
役
割
に
対
す
る
固
定
的
な
価
値
観
を
与
え
る
こと
が
あ
る
との
指
摘

●
次
世
代
の
若
者
、学

校
教
育
段
階
の
子
供
た
ち
へ
の
働
き
か
け
や
これ
を
担
う教

員
の
意
識
改
革
は
国
全
体
で
取
り組

む
喫
緊
の
課
題

高
校
生
・
大
学
生
の
若
者
が
各
人
の
能
力
や
適
性
、
学
び
や
職
業
、
ラ
イ
フ

イ
ベ
ン
ト
等
を
総
合
的
に
考
え
、
主
体
的
に
将
来
を
選
択
す
る
能
力
・
態
度

を
身
に
付
け
る
教
育
機
会
を
充
実
す
る
た
め
、
学
校
現
場
等
に
お
い
て
活
用

で
き
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・
試
行
を
行
う
。

※
20
20
年
度
：
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
証
・
分
析

ラ
イ
フプ
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

背
景
・課
題

取
組
の
必
要
性

●
次
世
代
の
若
者
が
、各

人
の
生
き
方
、能

力
、適

性
を
考
え
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
等

に
とら
わ
れ
ず
に
、主

体
的
に
進
路
や
職
業
を
選
択
す
る
能
力
・態
度
を
身
に
付
け
る
よ
うな

指
導
を
行
うこ
とが
で
き
る
よ
う促

す
とと
も
に
、情

報
提
供
及
び
基
盤
整
備
の
充
実
が
必
要

・高
校
生
、大

学
生
を
対
象
とし
た
ライ
フプ
ラン
ニ
ン
グ
教
育
の
モ
デ
ル
カリ
キ
ュラ
ム

【2
01

9年
度
、2

02
0年

度
】

事
業
概
要

女
性
活
躍
加
速
の
た
め
の
重
点
方
針

20
18

（
平
成

30
年

6月
12
日
す
べ
て
の
女
性
が
輝
く
社
会
づ
く
り
本
部
決
定
）

●
学

校
教
育

段
階
か

ら
の
キ

ャ
リ
ア

形
成
に
係
る
学
び
の
充
実

若
者

が
男

女
共
同

参
画
の

視
点
に

立
っ
て
、
自
ら
の
将
来
の
職
業
や
様
々
な
ラ
イ
フ
・
イ
ベ
ン
ト
、
社
会
に
お
い
て
果

た
す

役
割

等
を
含

め
た
ラ

イ
フ
キ

ャ
リ
ア
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
充
実
さ
せ
る
よ
う
、
小
学
校
か
ら
大
学
ま
で
の
各

学
校

段
階
そ

れ
ぞ
れ

の
発
達

段
階
を
踏
ま
え
、
学
校
現
場
等
に
お
い
て
活
用
で
き
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
等
の

取
組
を
推
進
す

る
。

●
学

校
現
場

等
に
お

け
る
い

わ
ゆ
る

「
無
意
識
の
偏
見
（
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
）
」
へ
の
対
応

特
に

学
校

現
場
に

お
い
て

、
児
童

生
徒
等
が
自
身
の
ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
を
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
に
と
ら
わ
れ
ず
考

え
ら

れ
る
よ

う
に
す

る
た
め

、
指
導
的
立
場
に
あ
る
教
員
が
自
身
の
「
無
意
識
の
偏
見
」
に
気
付
く
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
開
発
で
き
る
よ
う
検
討
す

る
。

成
果

20
19
年
度
要
求
・要
望
額

98
百
万
円
【新
規
】

●
子
供
の
頃
か
ら男

女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
ち
、

ライ
フプ
ラン
ニ
ン
グ
を
踏
ま
え
た
総
合
的
な
キ
ャリ

ア
教
育
の
推
進

●
固
定
的
な
性
別
に
よ
る
考
え
方
に
とら
わ
れ
る
こと

な
く、
生
徒
が
主
体
的
に
進
路
を
選
択
す
る
能

力
・態
度
を
身
に
付
け
る
よ
うな
指
導

●
女
子
学
生
等
を
対
象
とし
た
人
材
育
成
プ
ログ
ラ

ム
の
開
発
・実
施

第
4次

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画

第
10
分
野
教
育
・メ
デ
ィア
等
を
通
じた
意
識
改
革
、理

解
の
促
進

３
男
女
共
同
参
画
を
推
進
し多

様
な
選
択
を
可
能
に
す
る

教
育
・学
習
の
充
実

イ
多
様
な
選
択
を
可
能
に
す
る
教
育
・能
力
開
発
・学
習
機
会

具
体
的
取
組

児
童
生
徒
等
が
自
身
の
ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
を
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
に
と
ら

わ
れ
ず
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
こ
れ
に
資
す
る
教
員
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
検
討
す
る
。
20
19
年
度
に
お
い
て
は
、
国
内
外
・
異
業
種
を
含
む
先
進
的

な
研
修
事
例
等
の
収
集
・
分
析
を
し
、
全
国
の
小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
の
実

態
調
査
を
行
う
。

※
20
20
年
度
：
学
校
の
実
態
や
先
進
的
な
研
修
事
例
等
を
踏
ま
え
、
教
員
研
修
の
モ
デ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発

・教
員
研
修
プ
ログ
ラム
の
開
発
に
資
す
る
基
礎
デ
ー
タ・
研
修
事
例
及
び
分
析
結
果

【2
01

9年
度
】

・教
員
研
修
の
モ
デ
ル
プ
ログ
ラム
【2

02
0年

度
】

成
果

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
向
け
た
教
員
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
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